
戦
後
日
中
思
想
交
流
史
の
中
の

『
狂
人
日
記
』

か
ら
「
共
通
の
一
課
題
の
探
求
」

「
中
国
に
学
ぶ
」

{ま

め

じ

戦
後
五

O
年
、
日
中
関
係
も
中
間
研
究
も
曲
が
り
角
に
あ
る
。
こ

の
間
に
蓄
積
さ
れ
た
研
究
業
綴
は
少
な
く
な
い
が
、
今
、
「
研
究
史
」

と
し
て
概
括
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
そ
れ
ら
は
結
局
は
「
戦
後
日
本
思

想
史
」
の
反
映
だ
っ
た
こ
と
に
気
付
か
せ
ら
れ
る
。

〔

1
)
ま
ず
、
戦
後
日
本
の
学
問
は
、
領
域
を
関
わ
ず
、
敗
戦
を

契
機
と
す
る
戦
後
日
本
人
の
自
己
批
判
す
反
省
)
に
基
づ
く
、
戦

前
の
学
問
へ
の
ト
ー
タ
ル
な
否
定
・
批
判
を
出
発
点
に
し
て
い
た
。

戦
後
患
想
史
と
は
、
こ
の
「
反
省
」
が
そ
の
後
ど
う
い
う
経
過
の
中

で
、
何
を
生
み
、
生
ま
な
か
っ
た
か
、
ど
う
空
洞
化
し
ど
う
変
質
し

た
か
と
い
う
控
史
で
あ
る
。

(
2
)

一
九
四
五
年
以
後
、
部
際
的
に
批
界
の
思
想
史
の
中
軸
に

な
っ
て
来
た
の
は
、
マ
ル
ク
ス
、
主
義
だ
っ
た
。
そ
う
い
う
時
代
が
終

務
を
迎
え
た
の
は
…
九
八
九
年
(
天
安
門
と
ベ
ル
リ
ン
の
援
の
年
)

伊

藤

虎

丸

で
あ
る
。
た
だ
、
こ
う
し
た
思
想
史
が
疑
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、
実
は
「
左
右
の
対
立
は
無
意
味
に
な
っ
た
」
と
言
わ
れ
た
七

O

年
前
後
(
大
学
紛
争
・
全
共
闘
運
動
の
時
代
〉
か
ら
の
こ
と
だ
っ
た
。

(
3
)
こ
の
戦
後
史
は
、
日
中
思
想
交
流
の
観
点
か
ら
言
え
ば
、

①
戦
後
日
本
人
の
自
己
批
判
が
、
毛
沢
東
に
よ
る
中
国
革
命
の
成
功

へ
の
驚
異
と
賛
嘆
と
に
重
り
、
日
本
が
一
方
的
に
「
中
国
に
学
ぼ

う
」
と
し
た
時
代
か
ら
、
②
や
が
て
、
プ
ロ
文
革
の
笑
態
が
次
第
に

明
ら
か
に
な
り
、
中
国
革
命
へ
の
よ
り
冷
静
な
視
点
が
出
て
来
た
七

0
年
代
を
経
て
、
③
文
革
終
結
後
の
中
思
知
識
人
の
「
反
思
」
が
、

戦
後
民
主
主
義
世
代
の
日
本
知
識
人
の
「
反
省
」
と
触
れ
合
い
を
も

っ
た
時
代
を
経
て
、
③
九

0
年
代
の
中
国
経
済
の
成
長
の
中
で
、
間

関
知
識
人
が
ア
ジ
ア
の
近
代
の
思
想
的
課
題
を
共
有
す
る
時
代
へ
と

転
換
し
て
来
た
歴
史
だ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
こ
の
戦
後
思
想
史
と
日

中
交
流
史
を
タ
テ
、
ヨ
コ
の
軸
に
し
て
、
そ
の
変
遷
を
整
理
し
て
見

る
の
が
、
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。
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も
う
一
つ
。
実
は
先
頃
、
最
後
の
勤
務
先
と
な
っ
た
明
海
大
学

で
、
間
十
余
年
山
県
い
摺
め
た
蔵
書
を
一
括
し
て
引
き
取
っ
て
貰
え
る

こ
と
に
な
り
、
四
月
初
、
運
送
態
を
呼
ん
で
運
び
出
し
、
欝
庫
は
怨

に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
使
え
る
資
料
は
、
問
じ
頃
、
普
の
学
生
が
送

っ
て
く
れ
た
最
近
の
中
爵
雑
誌
の
論
文
の
コ
ピ
ー
が
数
編
残
っ
た
だ

け
だ
。
(
有
り
難
い
こ
と
に
、
彼
ら
は
す
っ
か
り
隠
居
気
分
の
私
に
時
々

は
刺
激
を
与
え
て
ボ
ケ
の
進
行
を
防
い
で
や
ろ
う
と
思
っ
て
く
れ
る
ら
し

く
、
彼
ち
が
読
ん
だ
中
間
雑
誌
に
私
の
悶
稿
に
多
少
触
れ
て
い
る
よ
う
な

論
文
が
あ
る
と
、
コ
ピ
ー
を
送
っ
て
く
れ
た
り
す
る
の
で
あ
る
)
。
そ
れ

ら
し
か
新
資
料
が
な
い
と
な
る
と
、
所
詮
は
雑
談
に
し
て
も
、
少
々

み
っ
と
も
な
い
「
我
間
引
水
」
に
な
る
こ
と
を
、
予
め
御
容
赦
顕
一
い

〉

帽

3

0

ナ
ハ
し

〈
ご
戦
後
日
本
人
の
自
己
批
判
と
「
海
慢
し
共
同
体
」

0
0年
…
丹
の
《
朝
日
新
聞
》
に
、
大
江
健
三
郎
と
中
閣
の
亡
命

作
家
郷
義
と
の
吋
未
来
に
向
け
て
い
と
い
う
往
復
書
簡
が
掲
載
さ
れ

た
。
こ
れ
は
、
私
に
は
本
稿
の
テ
!
マ
の
出
発
点
と
現
在
の
到
達
点

を
い
わ
ば
象
徴
的
に
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
(
こ
の
大
江

口
鄭
の
日
中
対
話
を
媒
介
し
た
の
は
、
東
大
中
文
の
藤
井
省
一
一
一
の
訳
し
た

鄭
義
の
小
説
で
、
こ
の
書
簡
の
訳
者
も
藤
井
だ
。
予
て
、
日
本
で
は
少
数

派
の
中
間
文
学
研
究
者
の
任
務
は
、
日
本
の
日
本
文
学
作
家
と
中
患
の
中

間
文
学
作
家
と
の
聞
の
橋
に
な
る
こ
と
だ
と
一
一
一
回
っ
て
来
た
私
と
し
て
は
、

藤
井
の
仕
事
は
、
そ
れ
だ
け
で
大
変
嬉
し
い
事
だ
っ
た
)
。
こ
こ
で
大
江

は
、
ま
ず
鄭
義
が
、
認
札
楼
夢
い
に
満
ち
て
い
る
「
悔
恨
(
リ
ベ
ン

タ
ン
ス
)
の
情
」
が
天
安
門
以
後
の
現
代
中
国
の
政
治
、
社
会
、
文

化
に
は
欠
落
し
て
い
る
こ
と
を
憂
慮
し
て
い
た
こ
と
が
忘
れ
ら
れ
な

い
と
い
い
、
次
い
で
、
戦
後
日
本
で
、
丸
山
真
男
が
「
戦
前
、
戦
中

な
ぜ
日
本
の
知
識
人
た
ち
が
超
国
家
主
義
に
抵
抗
で
き
な
か
っ
た
か

を
か
え
り
み
、
新
生
の
道
を
共
有
す
る
た
め
に
、
自
ら
の
世
代
を

吋
悔
恨
共
同
体
い
と
呼
ん
で
、
行
動
を
起
こ
し
た
」
が
、
現
在
「
丸

山
真
男
と
と
も
に
、
そ
の
意
志
を
わ
け
も
っ
た
「
悔
恨
共
同
体
い
の

知
識
人
の
こ
と
を
、
彼
ら
の
お
明
後
民
主
主
義
」
と
も
ど
も
、
特
に

若
手
の
低
回
趣
味
の
論
客
た
ち
が
あ
ざ
笑
い
ま
す
。
も
っ
と
し
た
た

か
な
底
意
を
も
っ
た
新
し
い
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
ら
は
、
直
接
自
の
敵

に
し
ま
す
」
「
し
か
し
、
こ
の
『
悔
恨
共
同
体
い
の
、
有
名
、
無
名

を
関
わ
ぬ
、
つ
ら
い
戦
争
の
経
験
者
た
ち
ほ
ど
に
も
、
質
の
高
か
っ

た
知
識
人
は
、
こ
の
百
数
十
年
に
及
ぶ
近
代
化
に
お
い
て
、
ほ
か
に

な
か
っ
た
、
私
は
思
う
の
で
す
」
と
。

こ
れ
に
答
え
て
、
鄭
義
は
、
「
西
方
民
主
制
度
の
思
想
的
源
の
一

つ
は
キ
リ
ス
ト
教
の
.
原
罪
意
識
で
す
が
、
東
方
の
仏
教
に
も
間
じ
く

原
罪
意
識
と
犠
悔
の
精
神
が
あ
り
ま
す
」
、
三
原
罪

l
i機
悔
」
の

思
想
と
は
、
(
西
方
で
あ
ろ
う
が
東
方
で
あ
ろ
う
が
)
人
類
最
古
の
最
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も
深
い
知
恵
な
の
で
す
。
:
:
:
中
間
と
日
本
と
い
う
二
つ
の
大
民
族

が
機
悔
せ
ず
し
て
、
な
お
も
二
十
一
世
紀
を
あ
れ
こ
れ
考
え
よ
う
と

し
て
い
る
の
は
不
思
議
な
こ
と
で
す
」
と
憂
慮
し
、
「
ど
う
や
ら
曹

雪
芹
と
魯
迅
が
、
そ
れ
ぞ
れ
中
国
文
学
の
近
代
と
現
代
と
の
最
高
峰

で
あ
る
こ
と
は
、
決
し
て
偶
然
で
は
な
い
よ
う
で
す
口
吋
紅
楼
夢
い

は
家
族
の
繊
悔
で
あ
り
、
吋
狂
人
日
記
い
は
民
族
の
織
悔
な
の
で
す
」

と
書
い
て
い
る
の
大
江
書
簡
に
付
け
ら
れ
た
見
出
し
は
「
異
留
か
ち

母
国
を
見
る
時
、
吋
悔
恨
い
な
き
未
来
を
憂
う
」
で
あ
り
、
鄭
義
書

簡
の
そ
れ
は
「
深
い
知
恵
吋
鹿
罪
j
機
悔
い
、
国
家
の
工
具
か
ら
脱

却
を
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
こ
の
正
に
二
十
一
世
紀
を
迎
え
る
時
代

に
、
行
中
の
文
学
者
が
、
《
個
人
》
(
或
い
は
《
倒
ご
と
い
う
思
想

を
共
有
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
私
に
、

三
十
年
代
の
初
一
般
に
、
《
偲
の
自
覚
》
に
つ
い
て
諮
問
か
れ
た
、
「
人
間

は
責
任
あ
る
も
の
、
も
し
く
は
債
務
あ
る
も
の
と
し
て
正
当
に
自
己

を
抱
擁
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
が
真
実
の

J

目
覚
で
あ
る
」
(
熊

野
義
孝
吋
終
末
論
と
旗
史
官
学
い
一
九
三
五
)
と
い
う
一
一
言
葉
と
、
向
時

期
の
魯
迅
の
認
識
と
の
共
通
性
、
ま
た
、
魯
迅
の
文
学
を
「
廟
罪
の

文
学
」
と
呼
ん
だ
竹
内
好
の
円
魯
迅
い
(
一
九
四
回
〉
と
を
想
起
さ

せ
る
(
斗
魯
迅
と
終
末
論
い
持
説
i

「
竹
内
魯
迅
」
と
一
九
一
一
…

0
年
代
思

想
の
今
日
的
意
義
」
東
京
女
子
大
比
較
文
化
研
究
所

0
…
年
一
月
)
。
だ

が
、
そ
れ
ら
は
例
外
で
、
日
、
中
が
加
害
者
と
被
ゆ
一
一
問
者
と
に
分
か
れ

た
戦
中
を
含
め
て
、
「
日
本
は
明
治
以
来
ヨ
i

百
ツ
パ
か
ら
多
く
の

こ
と
を
学
ん
だ
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
の
根
本
で
あ
る
吋
自
己
批

判
」
だ
け
は
学
ば
ず
、
日
本
的
自
愛
に
す
り
替
え
て
し
ま
っ
た
」

(
K
-
レ
!
ヴ
ィ
ッ
ト
)
と
指
摘
さ
れ
た
よ
う
な
《
反
省
リ
機
海
》
の

思
想
の
欠
落
は
日
本
だ
け
の
こ
と
で
は
な
く
、
そ
の
た
め
、
日
中
思

想
交
流
史
は
複
雑
な
対
立
や
す
れ
違
い
を
経
て
来
た
と
い
え
よ
う
。

(
ニ
)
戦
争
費
任
論
の
分
裂
と
不
徹
底

1
1
1
戦
後
自
本
思
想
史
の
分
続
点
と
し
て
の
中
国

i
l

(
イ
)
中
国
・
ア
ジ
ア
へ
の
「
侵
略
の
罪
」
戦
後
日
本
人
の

「
反
省
日
悔
恨
」
の
中
心
は
、
一
一
一
一
口
う
ま
で
も
な
く
戦
争
責
任
に
あ
っ

た
。
一
体
、
「
戦
後
」
の
私
達
の
世
代
の
学
問
の
出
発
点
は
、
政
治

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
影
響
の
強
か
っ
た
領
域
に
限
ら
ず
、
理
系
ま
で
を

含
め
て
、
今
で
は
理
解
関
難
な
ほ
ど
強
く
存
在
し
た
戦
前
の
学
問
へ

の
ト
ー
タ
ル
批
判
・
否
定
に
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
中
国
研
究
の
分
野

で
は
、
研
究
対
象
た
る
中
閣
に
対
し
て
、
自
本
は
百
%
間
違
い
な
く

加
害
者
(
「
債
務
を
負
う
も
の
乙
だ
っ
た
か
ら
、
そ
の
自
覚
(
戦
争

責
任
論
〉
を
ど
う
深
め
る
か
と
い
う
問
題
は
、
我
々
の
学
問
の
出
発

点
そ
の
も
の
だ
っ
た
。
現
代
文
学
研
究
の
側
か
ら
の
、
一
所
謂
「
漢

那
学
」
な
ど
戦
前
の
学
問
へ
の
否
定
は
、
他
の
領
域
に

い
も
の
だ
っ
私
連
戦
後
の
第
二
世
代
が
、
多
か
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れ

少

な

か

れ

の

問

題

を

関

心

の

中

心

い

て

い

た
こ
と
も
、
戦
争
賞
任
論
と
無
関
係
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
ο

つ
ま

り
、
本
稿
の
主
題
と
し
た
《
戦
後
日
中
交
流
史
》
の
出
発
点
は
、
こ

う
し
た
戦
後
日
本
人
の
自
己
批
判
と
、
そ
れ
と
表
…
設
を
な
し
て
い
た

中
間
革
命
の
成
功
へ
の
賛
嘆
に
あ
っ
た
。
(
私
達
の
当
時
の
勉
強
の
出

発
点
は
、
初
め
か
ら
「
中
閣
に
学
ぶ
(
学
習
中
間
ご
で
、
「
中
器
一
品
仰
を
学

ぶ
(
学
習
中
国
語
こ
で
は
な
か
っ
た
。
〉
こ
う
し
だ
中
関
文
学
研
究
の

立
場
を
代
表
し
た
の
は
竹
内
好
で
、
戦
争
責
任
論
に
つ
い
て
も
、
彼

の
発
畳
間
は
目
立
っ
て
い
た
(
「
戦
争
資
任
に
つ
い
て
」
一
九
六

O
)
。

(
l
)
竹
内
は
ま
ず
鶴
見
俊
輔
の
「
今
さ
ら
戦
争
責
任
を
追
及
す

る
こ
と
は
建
設
的
で
な
い
と
か
い
わ
れ
ま
し
た
が
、
私
は
徹
底
的
に

反
対
で
す
。
こ
の
問
題
に
か
か
わ
ら
な
け
れ
ば
長
期
の
建
設
は
で
き

な
い
:
:
:
」
「
(
反
体
制
勢
カ
の
側
も
)
日
本
ら
し
い
仕
方
で
ど
う
す

る
か
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
。
そ
う
い
う
も
の

を
は
っ
き
り
さ
せ
て
、
こ
う
い
う
方
向
へ
も
っ
て
い
こ
う
と
い
う
こ

と
の
基
礎
的
な
力
に
な
る
も
の
が
戦
争
葉
任
と
い
う
こ
と
に
な
る
と

思
う
ん
で
す
」
「
私
は
坊
主
主
義
の
立
場
で
す
か
ら
形
而
上
学
的
な

責
任
を
深
く
感
ず
る
わ
け
で
す
」
と
い
う
発
言
を
、
肯
定
的
に
引

。
/
¥
 (2)

こ
こ
に
鶴
見
の
一
一
一
一
向
う
「
形
而
上
学
的
な
賞
妊
」
は
、
こ
の

会
の
最
初
に
丸
山
真
男
が
間
引
用
し
た
ヤ
ス
パ

i
ス
吋
戦
争
の
賛
罪
」

(

橋

本

訳

の

「

四

つ

の

罪

の

概

念

」

(

刑

法

上

の
罪
、
政
治
上
の
罪
、
道
徳
上
の
罪
、
形
而
上
学
的
な
罪
)
を
受
げ
た

も
の
で
あ
る
。
ヤ
ス
パ
!
ス
は
そ
れ
ぞ
れ
の
罪
に
そ
れ
ぞ
れ
「
結
果

が
対
応
す
る
」
と
考
え
た
。
そ
し
て
「
形
而
上
学
的
な
罪
の
結
果
と

し
て
は
、
神
の
御
前
で
人
間
の
自
覚
に
変
化
が
生
ず
る
。
誇
り
が
く

じ
か
れ
る
。
内
問
的
な
行
動
に
よ
る
こ
の
生
ま
れ
変
わ
り
は
、
能
動

的
な
生
き
方
の
新
た
な
源
泉
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
言
う
。
竹

内
は
、
鶴
見
の
こ
の
「
坊
主
主
義
」
を
、
「
思
想
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源

と
し
て
戦
争
資
任
に
間
執
す
る
も
の
」
と
肯
定
的
に
捉
え
、
自
身
も

結
論
と
し
て
「
戦
争
責
任
は
私
に
と
っ
も
歴
史
を
処
理
す
る
手
段
で

は
な
く
、
今
日
の
建
設
の
課
題
で
あ
る
」
と
言
う
。
(
私
は
こ
こ
で

欝
践
の
鄭
義
の
言
葉
を
想
起
す
る
。
)

竹
内
の
戦
争
資
任
論
の
特
徴
は
、
そ
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
同
様

に
、
主
体
的
立
場
の
強
調
で
あ
る
。
彼
は
、
「
日
本
の
行
っ
た
戦
争

の
性
格
を
、
侵
略
戦
争
で
あ
っ
て
問
時
に
帝
国
主
義
対
帝
国
主
義
の

戦
争
で
あ
り
、
こ
の
二
重
性
は
日
本
の
近
代
史
の
特
質
に
由
来
す
る

と
い
う
仮
説
」

2
近
代
の
超
克
己
を
立
て
、
侵
略
戦
争
の
側
面
に
関

し
て
は
日
本
人
は
費
任
が
あ
る
が
、
対
帝
国
主
義
戦
争
の
側
面
に
関

し
て
は
、
日
本
人
だ
け
が
一
方
的
に
責
任
を
負
う
い
わ
れ
は
な
い
、

と
主
張
し
た
。
つ
ま
り
、
戦
争
の
「
責
任
」
に
は
「
誰
に
対
す

る
?
」
と
い
う
設
問
が
付
着
す
る
。
し
か
も
「
罪
は
客
観
的
に
存
在

;九
五
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す

る

が

、

に

主

体

化

さ

れ

な

け

れ

ば

、

存

在

を
証
明
で
き
な
い
。
と
こ
ろ
が
戦
争
責
任
は
吋
免
れ
て
恥
じ
な
い
い

も
の
で
あ
る
。
こ
の
救
済
の
た
め
に
は
、
民
族
感
情
に
自
然
な
責
任

感
の
伝
統
を
よ
り
所
と
す
る
し
か
な
い
。
そ
の
よ
う
な
伝
統
と
し
て

は
、
ア
ジ
ア
、
特
に
中
国
に
対
す
る
侵
略
の
痛
み
し
か
な
い
。
(
こ

の
痛
み
は
野
蛮
'
対
文
明
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
対
民
主
主
義
の
留
式
か
ら
は
、
掘

り
起
こ
せ
設
い
こ
。
そ
こ
で
「
戦
争
責
任
と
い
う
暖
昧
な
、
冷
た
い

感
じ
の
す
る
範
鴎
で
と
ら
え
る
の
で
は
な
く
、
い
き
な
り
侵
略
の
罪

と
い
う
媒
体
を
投
入
す
る
こ
と
で
、
混
沌
は
溜
ま
る
だ
ろ
う
」
と
援

め
て
具
体
的
に
提
案
す
る
。
こ
の
提
案
が
、
戦
後
の
戦
争
責
任
を
め

ぐ
る
議
論
の
中
で
の
、
中
間
研
究
者
の
側
か
ら
の
発
言
を
代
表
す
る

も
の
だ
っ
た
と
一
立
回
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

(
口
〉
戦
争
資
缶
論
の
分
裂
と
不
徹
底
竹
内
の
提
案
は
、
〔
民

族
感
情
に
自
然
な
責
任
感
の
伝
統
」
を
拠
り
所
に
し
て
、
戦
争
寅
任

へ
の
「
悶
執
い
を
新
し
い
日
本
の
建
設
の
「
思
想
の
エ
ネ
ル
ギ
イ

源
い
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
だ
っ
た
(
別
の
館
所
で
は
、
彼
は
戦
争

背
任
を
「
良
心
」
の
問
題
だ
と
一
一
一
一
向
う
が
、
こ
こ
に
竹
内
の
主
張
の
特
徴
が

あ
っ
た
)
。
だ
が
、
問
題
は
「
良
心
」
の
問
題
と
な
ら
な
か
っ
た

(
そ
も
そ
も
五

O
年
前
の
臼
本
人
に
は
「
良
心
の
自
由
」
と
い
う
言
葉
も

思
想
も
十
分
に
は
理
解
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
、
今
日
に
至
る
日
本
人
の

思
想
・
倫
明
の
最
大
の
問
題
に
な
っ
て
い
。
そ
の
結
果

i
l、

①
そ
の
後
の
戦
争
賓
任
論
は
、
ま
や
か
し
の
「
一
億
総
機
悔
」

と
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
草
間
関
・
財
閥
・
宮
僚
の
責
任
追
求
(
そ
こ

で
は
一
般
関
民
は
「
開
糊
さ
れ
て
い
た
」
「
被
害
者
」
だ
っ
た
)
と
に
、
大

き
く
分
裂
し
た
。
「
指
導
者
の
言
い
な
り
に
な
っ
た
一
般
毘
民
の
怠

惰
や
怯
嬬
に
葉
任
は
存
し
な
い
の
で
あ
る
か
」
と
い
っ
た
一
部
宗
教

者
の
声
(
竹
内
の
主
体
性
論
と
近
か
っ
た
が
)
は
大
き
い
力
に
は
な
ら

な
か
っ
た
。
こ
う
し
て
、
そ
の
後
の
戦
後
思
想
史
は
、
竹
内
の
願
っ

た
戦
争
責
任
の
主
体
化
・
内
面
化
の
方
向
に
は
進
ま
ず
、
逆
に
中
国

や
ア
ジ
ア
か
ら
の
「
外
圧
」
と
さ
れ
る
方
向
に
進
ん
で
来
た
。
従
っ

て
ま
た
戦
争
責
任
を
、
日
本
の
み
が
世
界
に
示
し
得
る
よ
う
な
、

「
伝
統
」
に
根
差
し
た
新
し
い
思
想
を
生
む
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
」
に

す
る
こ
と
も
出
来
な
か
っ
た
。

②
も
う
一
つ
、
戦
後
日
本
人
の
戦
争
責
任
は
、
鶴
見
俊
輔
が
「
坊

主
主
義
」
と
自
称
し
た
よ
う
な
「
形
而
上
学
的
な
罪
」
(
哲
学
、
宗

教
の
レ
ベ
ル
)
に
は
達
し
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
ヤ
ス
パ

i
スのヰ一一回

う
「
神
の
御
前
に
人
摺
の
自
覚
に
変
佑
が
生
ず
る
。
誇
り
が
く
じ
か

れ
る
。
:
:
:
こ
の
生
ま
れ
変
わ
り
は
、
能
動
的
な
生
き
方
の
新
た
な

源
泉
に
な
る
」
と
い
う
「
人
間
」
の
自
覚
そ
の
も
の
の
変
革
は
な
か

っ
た
。
竹
内
が
、
ヤ
ス
パ

i
ス
の
よ
う
な
罪
の
統
一
的
な
整
理
は

と
判
断
し
た
通
り
、
戦
前
以
来
の
最
強
の
宗
教
た
る
「
日

は

そ

の

れ

た

と

い

う

こ

と
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で
あ
る
。
戦
後
日
本
人
の
戦
争
資
任
は
、
政
治
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の

レ
ベ
ル
に
止
ま
り
、
「
民
主
、
主
義
」
を
受
け
入
れ
独
裁
体
制
や
軍
国

主
義
、
愛
問
主
義
、
関
家
主
義
等
は
否
定
し
た
が
、
そ
の
根
底
に
あ

っ
た
(
丸
山
真
男
が
「
超
関
家
主
義
の
心
部
と
論
埋
」
で
指
摘
し
て
い
た

よ
う
な
)
権
威
主
義
的
な
上
下
意
識
に
基
づ
く
「
独
裁
者
を
生
ま
な

い
無
責
任
体
質
」
と
か
、
「
皆
ん
な
で
渡
れ
ば
怖
く
な
い
」
式
の

「
集
団
主
義
」
と
か
い
っ
た
精
神
的
体
質
は
、
《
民
、
主
主
義
》
或
い
は

〈
社
会
主
義
〉
の
名
の
下
に
、
あ
た
か
も
新
し
い
イ
デ
オ
ロ
ギ

i
で

あ
る
か
の
よ
う
に
、
温
存
さ
れ
て
来
た
。
今
日
の
日
本
人
の
倫
理
的

退
廃
の
旗
印
刷
は
、
こ
の
時
の
戦
争
賞
任
論
の
不
徹
底
か
ら
始
ま
っ
て

ユ
〉
。

し
ず
f
o

(
一
一
…
)
竹
内
好
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

ー
l
「
近
代
主
義
い
批
判
と
「
自
力
更
生
」
路
線

l
i

(
イ
)
ジ
ン
テ

i
ゼ
と
し
て
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
戦
後
思
想

史
の
出
発
点
、
が
戦
前
戦
中
の
思
想
の
ト
ー
タ
ル
な
否
定
だ
っ
た
こ
と

の
結
果
と
し
て
、
戦
前
戦
中
を
圧
倒
的
に
支
配
し
た
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

弘
主
義
、
民
族
主
義
)
は
、
基
本
的
に
は
否
定
さ
れ
た
。
し

一
方
で
は
、
ア
メ
リ
カ
占
領
軍
の
支
配
の
も
と
で
、
「
戦
後

の
双
生
児
と
し
て
の
「
戦
後
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
も
確

「
悔
恨
共
同
体
」
の
世
代
の
思
想
の
中
で
は
、
明

ムカ3

し
カミ

治
以
来
の
司
本
近
代
文
化
へ
の
徹
底
的
な
自
己
批
判
と
、
民
族
文
化

の
真
の
自
立
回
復
と
い
う
一
一
つ
の
テ
!
マ
は
(
正
に
魯
迅
と
同
様
に
)

…
体
の
も
の
で
あ
っ
た
。

た
だ
、
そ
の
中
で
も
、

例
え
ば
「
近
代
的
人
間
類
型
の
創
出
」

(
西
欧
的
立
主
体
的
人
間
を
育
て
る
)
を
掲
げ
た
大
塚
久
雄
の
「
個
人

主
義
」
と
、
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
の
対
決
を
避
け
て
来
た
」
所
に

戦
後
と
い
う
時
代
の
問
題
が
あ
る
と
し
た
竹
内
好
と
の
間
に
は
、

「
綿
入
の
自
立
」
の
主
張
は
一
つ
で
も
、
問
題
の
出
し
方
と
「
個
人
」

の
意
味
内
容
に
は
か
な
り
の
棺
違
が
あ
っ
た
。

竹
内
は
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
の
対
決
を
よ
け
る
心
理
に
は
、
戦

争
阜
県
任
の
自
覚
の
不
足
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
も
い
え
る
。
い
い
か

え
れ
ば
、
良
心
の
不
足
だ

D

良
心
の
不
足
は
勇
気
の
不
足
に
も
と
づ

く
:
:
:
。
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
の
提
出
だ
け
に
止
っ
て
ジ
ン
テ
ー
ゼ
を
志

さ
な
い
か
ぎ
り
、
相
手
は
完
全
に
否
定
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
か

ら
、
見
捨
て
ら
れ
た
全
人
間
性
の
回
復
を
呂
ざ
す
芽
が
ふ
た
た
び
暗

黒
の
底
か
ら
ふ
か
な
い
と
は
か
ぎ
ら
な
い
。
そ
し
て
そ
れ
が
芽
を
ふ

け
ば
、
構
造
的
基
盤
が
変
化
し
て
い
な
い
の
だ
か
ら
、
必
ず
ウ
ル
ト

ラ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
自
己
破
滅
に
ま
で
成
長
す
る
こ
と
は
あ
き

ら
か
で
あ
る
」
(
「
近
代
主
義
と
民
族
の
開
題
」
一
九
五
ご
と
い
う
。

こ
の
「
ジ
ン
テ
ー
ゼ
」
と
し
て
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
要
求
は
、
民

主
一
部
の
中
で
は
少
数
乃
至
独
特
の
も
の
だ
っ
た
。

(129) 



(
ロ
)
「
政
治
と
文
学
」
「
戦
後
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
の
も
う
一

つ
の
中
心
は
「
マ
ル
ク
ス
主
義
者
」
で
、
彼
ら
は
よ
述
の
大
塚
久
雄

ら
を
つ
近
代
主
義
者
」
と
呼
び
、
個
人
主
義
的
、
小
市
民
的
と
批
判

し
、
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
個
人
主
義
」
か
ら
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ヤ
集
団
主
義
」

へ
の
モ
ラ
ル
の
転
換
を
、
知
識
人
の
自
己
変
革
の
課
題
と
し
た
。
こ

の
対
立
は
上
述
の
戦
争
賞
任
論
に
お
け
る
分
裂
と
そ
の
ま
ま
重
な

り
、
「
政
治
と
文
学
」
と
い
う
議
論
に
も
な
っ
た
。
そ
も
そ
も
マ
ル

ク
ス
、
五
義
を
践
洋
の
中
で
も
最
も
西
洋
的
な
思
想
だ
考
え
る
と
奇
妙

な
現
象
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
自
本
で
も
中
国
で
も
、
マ
ル
ク
ス

主
義
者
は
、
概
し
て
、
訪
欧
派
を
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
個
人
主
義
」
と
批

判
し
て
民
族
派
に
傾
斜
し
た
。
私
が
戦
後
最
初
に
覚
え
た
共
産
党
の

歌
が
「
民
族
独
立
行
動
鰍
の
歌
」
と
い
う
も
の
だ
っ
た
こ
と
が
想
起

さ
れ
る
が
、
野
坂
参
…
一
一
が
中
国
に
亡
命
し
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、

日
本
共
産
党
と
中
国
共
産
党
が
極
め
て
親
密
だ
っ
た
時
期
が
あ
り
、

当
時
の
日
本
の
マ
ル
ク
ス
主
義
者
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
背
景
に

は
、
大
資
本
主
導
の
高
度
成
長
の
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
と
し
て
の
中
国
の

所
謂
「
自
力
更
生
」
路
線
が
あ
っ
た
と
一
一
一
一
問
え
よ
う
口

こ
の
点
は
、
非
圧
迫
民
族
の
解
放
と
い
う
観
点
と
共
に
、
竹
内
好

は
も
共
通
し
て
い
た
が
、
た
だ
、
竹
内
が
彼
ら
と
決
定
的
に
対
立
し

た
の
は
、
彼
ら
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
、
近
代
社
会
の
根
底
を
な
す

「

個

ル

ジ

ョ

ワ

思

想

と

し

て

否

定

し

て

し

ま

っ

た

た

め
に
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ヤ
集
団
主
義
の
名
の
下
に
、
実
は
封
建
的
な
集

盟
主
義
や
上
下
意
識
・
身
分
意
識
を
そ
の
ま
ま
温
存
し
て
し
ま
っ
た

(
と
言
う
よ
り
、
む
し
ろ
新
し
い
モ
ラ
ル
と
し
て
積
極
的
な
価
値
を
与
え

て
し
ま
っ
た
)
点
に
対
し
て
だ
っ
た
。
こ
れ
は
そ
の
後
中
国
で
は
一

O
年
の
プ
ロ
文
革
の
接
客
を
生
み
、
日
本
で
は
今
日
の
無
責
任
社
会

の
根
本
原
思
に
も
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
点
で
は
、
当
時
の
正
統
派

マ
ル
ク
ス
、
主
義
者
が
正
し
く
分
類
し
て
い
た
よ
う
に
、
彼
は
中
国
派

よ
り
西
欧
派
に
近
い
。

同
時
に
、
「
政
治
と
文
学
」
を
巡
る
竹
内
の
、
王
張
に
は
近
代
派
へ

の
批
判
も
含
ま
れ
て
い
た
。
そ
こ
に
は
、
中
間
文
学
と
魯
迅
の
影
響

は
否
定
で
き
な
い
。
竹
内
が
中
間
近
代
文
学
か
ら
読
み
取
っ
た
日
本

近
代
文
学
批
判
は
、
中
爵
文
学
で
は
、
政
治
は
初
め
か
ら
「
文
学
の

外
」
に
あ
る
も
の
で
は
な
く
、
文
学
は
民
族
の
運
命
や
留
民
の
課
題

に
関
か
れ
て
い
る
。
文
学
は
政
治
と
い
う
厳
し
い
鼠
土
の
中
で
初
め

て
美
し
い
花
を
咲
か
せ
る
こ
と
が
出
来
る
。
日
本
近
代
文
学
は
、
結

局
吋
阿
Q
正
法
μ

の
よ
う
な
「
印
刷
民
文
学
」
を
生
む
こ
と
は
出
来
な

か
っ
た
で
は
な
い
か
。
日
本
近
代
文
学
で
い
う
「
文
学
の
自
律
」

は
、
実
は
、
閉
ざ
さ
れ
た
職
人
世
界
の
縄
張
り
意
識
に
過
ぎ
ず
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
文
学
を
権
威
と
し
て
持
ち
込
ん
だ
点
で
は
、
結
局
「
近
代

義
」
の
…
部
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

(
ハ
)
「
近
代
主
畿
」
批
判
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の
特
徴
は
、
そ
れ
が
彼
の
「
近
代
主
義
批
判
」
の
去
わ
ば
核
心
を
な

し
て
い
る
主
振
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
を
外
し
て
は
彼
の
民

族
主
義
を
見
誤
る
こ
と
に
な
る
。
竹
内
の
言
う
「
近
代
主
義
」
と

は
、
「
身
分
制
か
ら
解
放
さ
れ
な
い
前
近
代
社
会
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

近
代
の
思
想
が
、
外
か
ら
(
権
威
と
し
て
)
持
ち
込
ま
れ
た
時
に
生

ま
れ
る
意
識
形
態
」
(
つ
ま
り
、
受
容
し
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
「
近
代

的
」
だ
が
、
受
容
態
度
は
「
封
建
的
・
奴
隷
的
」
だ
)
の
こ
と
で
、
明

治
以
来
の
日
本
近
代
を
支
配
し
て
来
た
の
は
、
マ
ル
ク
ス
主
υ

読
者
を

「
代
表
と
す
る
」
こ
の
よ
う
な
「
近
代
、
主
義
者
」
で
あ
り
、
そ
れ
は
、

革
命
郁
の
ロ
シ
ヤ
や
中
閣
に
も
多
く
見
ら
れ
た
と
、
竹
内
は
い
う
。

日
高
六
郎
は
、
「
竹
内
の
議
論
の
う
ち
、
最
も
重
要
な
発
想
は
、

第
一
に
は
吋
独
立
い
の
強
調
」
で
、
そ
の
特
徴
は
「
個
人
の
独
立
、

民
族
の
独
立
、
留
民
の
独
立
と
つ
ら
な
り
、
ま
た
文
学
の
独
立
(
自

律
川
町
)
の
主
提
や
つ
ら
な
る
」
所
に
あ
り
、
「
第
二
に
は
、
独
立
の

実
質
内
容
と
し
て
、
民
族
の
要
紫
を
重
視
す
る
こ
と
で
あ
る
」
と
指

摘
す
る
。
こ
こ
に
竹
内
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
根
本
性
格
が
あ
る
。

彼
に
お
い
て
民
族
の
独
立
は
、
「
自
分
自
身
に
な
る
こ
と
」
と
い
う

点
で
、
個
人
の
「
自
立
」
や
「
文
学
」
の
自
律
一
繋
が
り
の
も
の
で

あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
る
「
近
代
主
義
」
の
同

義
語
と
し
て
竹
内
が
多
用
し
た
の
は
「
奴
隷
根
性
」
や
「
優
等
生
文

化
」
だ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
「
自
分
が
自
分
自
身
に
な
る
」
と
い
う

意
味
で
の
「
民
族
」
は
、
ま
ず
…
切
の
外
か
ら
の
権
威
に
よ
る
支
配

や
裁
断
を
抱
一
合
す
る
も
の
だ
っ
た
か
ら
、
一
方
で
は
西
欧
派
の
近
代

思
想
の
権
威
化
へ
の
批
判
を
含
む
と
向
時
に
、
他
方
で
は
、
マ
ル
ク

ス
主
義
者
の
一
五
う
「
民
族
の
独
立
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
も
ま
た
「
自
然

の
生
活
感
清
か
ら
で
来
た
も
の
で
は
な
」
く
、
「
そ
の
民
族
は
先
験

的
に
考
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
や
は
り
一
種
の
近
代
主
義
の
範

鴎
に
属
す
る
」
と
さ
れ
た
。
共
産
党
の
ド
レ
イ
性
を
批
判
し
た
「
臼

本
共
産
4
A
に
与
う
」
(
一
九
五

O
〉
は
、
大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
が
、

マ
ル
ク
ス
主
義
者
の
去
う
政
治
用
語
と
し
て
の
「
民
族
の
独
立
」
の

押
し
付
け
、
そ
の
「
政
治
(
H
H

科
学
)
の
優
位
」
論
と
は
鋭
く
対
立

し
た
。(

ニ
)
全
的
人
間
の
呂
復
を
求
め
る
「
抵
抗
」
こ
の
よ
う
に
竹

内
の
場
合
、
大
前
提
と
し
て
、
国
内
的
に
せ
よ
国
際
的
に
せ
よ
上
か

ら
権
威
と
し
て
押
し
付
け
ら
れ
る
も
の
は
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
で
は
な

い
。
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
は
、
下
か
ら
の
民
衆
の
抵
抗
の
原
理
で
あ

る
場
合
に
の
み
成
り
立
ち
得
る
も
の
だ
っ
た
。
つ
ま
り
「
自
分
自
身

に
な
る
」
と
は
「
生
き
た
ト
!
タ
ル
な
人
間
の
回
復
」
を
意
味
し
、

「
民
族
」
は
、
そ
の
た
め
に
切
り
捨
て
る
こ
と
の
出
来
な
い
最
重
要

要
素
だ
っ
た
。
彼
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ヤ
文
学
(
を
含
め
た
日
本
近
代
文

学
)
に
つ
い
て
、
「
人
間
を
抽
象
的
自
由
人
な
り
階
級
人
な
り
と
規

定
す
る
こ
と
自
体
は
、
段
階
的
に
必
要
な
操
作
だ
が
」
そ
れ
が
「
呉
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体
的
な
全
き
人
間
像
」
と
の
関
係
を
断
た
れ
て
自
己
主
張
を
始
め
る

と
、
そ
れ
は
ご
切
を
す
く
い
取
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
文
学
の
本
来
を
忘

れ
て
、
部
分
を
も
っ
て
全
体
を
掩
」
う
こ
と
に
な
る
。
「
見
捨
て
ら

れ
た
暗
い
片
隅
か
ら
、
全
き
人
間
性
の
盟
復
を
求
め
る
苦
痛
の
叫
び

が
起
こ
る
の
は
当
然
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
間
民
族
は
こ
の
暗
い
片

隅
に
根
ざ
し
て
い
る
」
と
書
い
て
い
る
。
街
の
暴
力
団
か
ら
国
会
の

日
の
丸
君
が
代
論
ま
で
の
右
翼
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
、
「
ジ
ン
テ
ー

ゼ
」
と
し
て
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
「
見
捨
て
ら
れ
た
暗
い
片
隅
」

か
ら
の
、
庶
民
の
知
識
人
へ
の
復
欝
で
は
な
い
か
と
、
私
は
感
じ
て

い
る
。

(
四
)
「
転
向
型
」
と
「
居
心
型
」

l
l
比
較
近
代
化
論
の
立
場

!
i

(
イ
)
優
等
生
文
化
批
判
周
知
の
「
竹
内
好
の
問
題
提
起
」

の
一
つ
に
、
中
間
近
代
は
「
回
心
」
型
、
日
本
近
代
は
「
転
向
」
型

と
い
う
も
の
が
あ
っ
た
。
ど
ち
ら
も
変
わ
る
と
い
う
点
で
は
同
じ
だ

が
、
前
者
は
抵
抗
日
自
己
悶
執
(
自
分
で
あ
り
続
け
よ
う
と
す
る
意

志
)
に
媒
介
さ
れ
る
が
、
後
者
は
無
媒
介
だ
。
日
本
近
代
は
ド
レ
イ

の
自
立
で
は
な
く
、
ド
レ
イ
が
ド
レ
イ
の
主
人
(
優
等
生
)
に
な
る

道
だ
っ
た
。
「
出
本
は
進
歩
的
な
た
め
に
悲
楼
を
免
れ
た
が
墜
落
し

た
。
中
国
は
保
守
的
な
た
め
に
悲
惨
に
焔
っ
た
が
堕
落
は
免
れ
た
」

(
「
近
代
と
は
何
か
」
一
九
四
八
)
。
中
留
の
後
進
性
よ
り
日
本
の
進
歩

性
に
問
題
を
見
た
問
題
提
起
は
意
表
外
だ
っ
た
。
こ
れ
は
戦
後
最
初

の
比
較
近
代
化
論
で
あ
り
、
竹
内
は
意
図
し
て
、
多
国
間
の
文
化
比

較
の
必
要
を
説
い
た
。

(
ロ
)
中
国
側
か
ら
反
論
先
頃
、
若
い
友
人
か
ら
、
中
国
で

こ
の
竹
内
の
議
論
へ
の
批
判
が
出
た
と
い
っ
て
、
高
速
東
の
つ
現

代
4

如
何
。
金
一
十
来
H
1
1
以
中
国
文
学
現
代
性
確
立
途
径
為
討
論
中

心
つ
現
代
々
を
い
か
に
。
持
ち
込
む
U

か
i
j
中
国
文
学
の
現
代
性
確

立
の
道
筋
を
討
論
の
中
心
に
こ
(
〈
魯
迅
研
究
月
刊
V
O
O年
第
七
期
)

の
コ
ピ
ー
を
送
っ
て
く
れ
た
。
こ
こ
で
高
君
は
、
竹
内
の
吋
現
代
中

間
出
払
担
所
収
の
「
中
国
の
近
代
と
日
本
の
近
代
」
を
か
な
り
詳
細
正

確
に
紹
介
し
た
上
で
、
魯
迅
を
「
回
心
型
」
の
代
表
と
見
る
竹
内
の

魯
迅
論
は
「
誤
解
」
だ
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
魯
迅
は
、
終
始

伝
統
批
判
に
全
力
を
尽
く
し
、
排
外
の
野
蛮
性
と
婚
外
の
奴
隷
性
を

攻
撃
し
て
止
ま
ず
、
彼
の
グ
抵
抗
。
は
「
外
来
の
現
代
文
化
よ
り

は
、
よ
り
多
く
グ
国
粋
々
に
向
け
ら
れ
」
て
い
た
。
彼
の
文
化
原
則

は
「
民
族
主
義
で
は
な
く
、
超
越
乃
至
反
民
族
主
義
〉
で
あ
り
、

「
文
化
の
た
め
の
文
化
の
文
化
本
位
主
義
で
は
な
く
、
人
間
の
発
展

の
た
め
の
文
化
と
い
う
。
人
本
、
主
義
々
の
立
場
だ
っ
た
」
と
言
う
の

で
あ
る
。
こ
こ
に
言
わ
れ
る
限
り
で
は
竹
内
も
全
く
向
じ
こ
と
を
一
一
一
回

っ
て
い
る
の
で
、
一
両
氏
の
竹
内
線
解
は
必
ず
し
も
精
撤
と
は
一
一
一
口
え
な
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い
し
、
そ
も
そ
も
竹
内
の
中
間
(
魯
迅
)
論
が
、
中
国
そ
の
も
の
と

き
向
う
よ
り
日
本
近
代
批
判
の
「
方
法
」
だ
っ
た
こ
と
は
私
達
の
頃
か

ら
指
摘
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
竹
内
の
一
一
言
う
ミ
転

向
型
い
現
代
化
の
中
で
は
、
主
体
性
が
失
わ
れ
る
と
い
う
の
は
紀
援

に
過
ぎ
な
い
よ
う
に
見
え
る

i
i西
方
現
代
に
由
来
す
る
忠
想
、
文

化
、
制
度
は
日
本
に
根
を
下
ろ
し
:
・
・
:
、
現
在
、
日
本
を
西
方
に
較

べ
て
文
化
の
主
体
性
の
乏
し
い
閤
家
だ
と
考
え
る
人
は
だ
れ
も
い
な

い
だ
ろ
う
」
と
い
っ
た
議
論
に
車
つ
て
は
、
「
資
本
主
義
の
社
会
主

義
に
対
す
る
優
位
は
今
や
明
ら
か
だ
」
と
い
っ
た
論
調
と
共
に
、
日

本
で
は
、
竹
内
ら
の
死
後
む
し
ろ
圧
倒
的
多
数
を
占
め
る
議
論
で
あ

る
。
だ
が
中
翻
知
識
人
の
問
題
意
識
が
竹
内
と
反
対
方
向
に
向
い
て

い
る
こ
と
は
理
解
出
来
る
。
高
論
文
の
意
義
は
、
両
者
の
間
で
、
率

直
な
「
対
話
」
が
始
ま
っ
た
こ
と
に
あ
る
。

要
す
る
に
、
竹
内
を
代
表
と
し
た
よ
う
な
、
「
中
国
に
学
ぶ
」
こ

と
を
軸
と
し
た
戦
後
日
本
思
想
史
は
、
文
化
大
革
命
の
失
敗
と
共
に

終
わ
っ
た
よ
う
に
見
え
る
。
中
国
経
済
の
発
展
と
共
に
、
新
し
い

「
中
間
脅
威
論
」
等
々
へ
の
対
応
を
含
め
て
、
日
中
の
知
識
人
は

「
ア
ジ
ア
共
通
の
思
想
的
課
題
」
の
探
求
と
い
う
新
し
い
時
代
に
踏

み
込
も
う
と
し
て
い
る
。
高
速
東
論
文
は
そ
う
い
う
時
代
の
到
来
を

示
し
て
い
る
。
そ
の
際
、
竹
内
好
の
問
題
提
起
は
、
今
も
尚
有
効
性

を
失
っ
て
い
な
い
と
、
私
は
考
え
る
の
で
あ
る
。

(
五
)
「
嫡
罪
の
文
学
」

1

1

中
国
知
識
人
の
側
か
ら
の
接
近

i
l

(
イ
)
魯
迅
の
「
文
学
的
自
覚
」
き
て
、
竹
内
の
、
魯
迅
や
中

国
に
関
わ
る
「
問
題
提
起
」
の
幾
っ
か
を
見
て
来
た
が
、
本
来
の
顕

序
か
ら
言
え
ば
、
周
知
の
様
に
、
戦
後
自
本
の
魯
迅
論
の
出
発
点
と

な
り
、
今
日
ま
で
圧
倒
的
な
影
響
力
を
も
っ
て
来
た
の
は
、
彼
が
戦

争
末
期
に
書
い
た
吋
魯
迅
い
で
あ
る
。
本
稿
で
の
叙
述
が
後
に
な
っ

た
の
は
、
日
中
思
想
交
流
と
い
う
面
か
ら
い
え
ば
、
こ
れ
は
中
国
の

魯
迅
観
・
文
学
観
と
の
距
離
の
最
も
速
い
も
の
だ
っ
た
か
ら
で
あ

る。
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竹
内
は
、
魯
迅
の
文
学
を
「
あ
る
根
源
的
な
自
覚
、
:
:
:
宗
教
的

な
罪
の
意
識
に
近
い
も
の
の
上
に
置
こ
う
と
す
る
立
場
に
立
っ
て
い

る
」
と
言
い
、
そ
れ
を
「
人
生
の
た
め
、
民
族
の
た
め
、
あ
る
い
は

愛
国
の
た
め
の
文
学
と
見
な
い
。
魯
迅
の
文
学
の
根
源
は
、
無
と
栴

せ
ら
る
べ
き
何
者
か
で
あ
り
:
:
:
そ
の
根
源
的
な
自
覚
な
く
し
て

は
、
民
族
主
義
者
魯
迅
、
愛
国
者
魯
迅
も
、
畢
寛
言
葉
で
あ
る
。
魯

迅
を
績
罪
の
文
学
と
呼
ぶ
髄
系
の
上
に
立
っ
て
、
私
は
私
の
抗
議
を

発
す
る
の
で
あ
る
」
「
伝
記
に
関
す
る
興
味
も
:
:
:
彼
の
生
涯
の
た

だ
一
つ
の
時
機
、
彼
が
文
学
の
自
覚
を
得
た
時
機
、
言
い
換
え
れ

ば
、
死
の
自
覚
を
得
た
待
機
が
何
時
で
あ
っ
た
が
、
問
題
で
あ
る
」



と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
魯
迅
像
は
、
文
学
観
そ
の
も
の
の
問
題
と
し

て
も
、
従
来
の
中
国
の
魯
迅
像
と
は
、
正
面
か
ら
衝
突
す
る
と
い
う

以
前
に
、
初
め
か
ら
対
話
の
接
点
の
持
ち
に
く
い
も
の
だ
っ
た
。

所
が
、
上
掲
の
高
速
東
論
文
と
前
後
し
て
府
内
じ
友
人
が
送
っ
て
く

れ
た
呉
焼
東
「

S
会
館
時
期
的
魯
迅
」
(
会
翠
一
一
5
0
0年
二
月
)
と

「
竹
内
好
与
伊
藤
虎
丸
封
魯
迅
《
狂
人
日
記
》
的
解
讃
i

以
竹
内
好

〈
魯
迅
〉
和
伊
藤
虎
丸
的
〈
魯
迅
、
創
造
社
与
日
本
文
学
》
為
中
心
」

(
〈
魯
迅
研
究
月
刊
》

O
二
年
二
月
)
は
、
的
確
に
こ
の
竹
内
の
「
魯

迅
い
の
核
心
に
ア
プ
司

1
チ
し
て
い
た
。

実
は
ぺ
竹
内
魯
迅
」
が
中
留
に
翻
訳
紹
介
さ
れ
た
の
は
、
一
九
八

六
年
の
事
で
あ
る
。
こ
の
後
早
速
北
京
大
学
の
銭
理
群
を
初
め
と
す

る
人
達
の
論
文
に
竹
内
の
名
前
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
文
学
研

究
所
の
法
制
仰
の
大
著
吋
反
抗
絶
袈
(
絶
望
に
反
抗
す
る
と
八
九
年
出

版
は
、
帯
一
一
間
名
か
ら
し
て
竹
内
の
影
響
を
隠
し
て
い
な
い
。
七

0
年
代

末
の
プ
口
文
革
の
終
結
か
ら
、
「
文
化
熱
(
文
化
論
プ
i
ム
ご
と
い

わ
れ
た
八
五
年
を
経
て
、
八
九
年
の
天
安
門
事
件
ま
で
の
約
一

0
年

間
は
、
中
間
近
代
文
学
史
の
中
で
、
五
四
期
と
授
ぶ
最
も
精
彩
あ
る

時
期
と
云
わ
れ
た
が
、
「
竹
内
魯
迅
」
の
紹
介
は
、
ま
さ
に
こ
う
し

た
時
代
の
文
化
現
象
の
一
つ
だ
っ
た
。
従
っ
て
呉
君
が
竹
内
を
引
い

た
こ
と
自
体
は
珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
私
が
「
新
鮮
」
に
感
じ
た

の
は
、
「
S
会
館
に
い
た
時
期
」
か
ら
の
、
魯
迅
の
内
閣
生
活
へ
の

ア
プ
ロ
ー
チ
の
仕
方
で
あ
る
。

作
者
は
、
魯
迅
の
伝
記
の
中
で
一
番
分
か
ら
な
い
こ
と
の
多
い
の

は
吋
狂
人
出
記
』
発
表
ま
で
の
時
期
で
、
自
記
に
も
書
簡
に
も
資
料

は
な
く
、
従
来
の
伝
記
も
、
こ
の
持
期
に
つ
い
て
は
、
大
抵
は
「
ざ

っ
と
還
り
過
ご
し
」
て
い
た
。
一
附
が
竹
内
内
魯
迅
』
を
読
ん
で
、

「
竹
内
が
こ
の
《
塾
伏
期
》
を
、
替
迅
の
一
生
の
中
で
最
も
重
要
な

時
期
だ
と
克
な
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
」
と
い
い
、
そ
こ
か
ら
、

竹
内
の
一
一
一
回
う
魯
迅
の
「
回
心
」
を
、
彼
の
一
一
一
一
向
う
「
影
」
が
暗
示
す
る

「
あ
る
て
白
…
の
暗
黒
」
や
「
鉦
に
か
ら
解
釈
し
、
そ
ご
に
「
魯
迅
の

グ
原
罪
ι

意
識
の
自
覚
」
、
竹
内
の
一
前
謂
「
臆
罪
の
文
学
」
の
成
立
を

認
め
て
い
る
。

(
口
)
「
購
罪
の
文
学
」
こ
こ
か
ら
作
者
は
、
竹
内
を
引
き
継

い
だ
伊
藤
が
、
「
狂
人
日
記
」
の
背
後
に
、
留
日
期
に
一
一
1
1

チ
ェ
ら

に
触
れ
て
最
初
の
「
回
心
」
(
党
臨
U
N

発
狂
)
を
経
験
し
、
「
精
神
界

の
戦
士
」
を
自
負
し
た
魯
迅
が
、
や
が
て
、
「
私
も
人
肉
を
食
っ
た

か
も
知
れ
ぬ
」
と
い
う
「
罪
の
自
覚
」
に
よ
っ
て
狂
気
(
被
害
妄

想
)
か
ら
救
わ
れ
、
も
う
一
度
社
会
に
復
帰
す
る
と
い
う
、
二
段
階

の
「
自
覚
」
に
よ
っ
て
リ
ア
リ
ズ
ム
を
獲
得
す
る
と
い
う
彼
の
個
人

史
を
読
み
取
っ
た
解
釈
が
、
従
来
の
中
国
で
の
「
啓
蒙
主
義
の
第
一

声
」
と
い
う
「
狂
人
日
記
」
理
解
と
、
少
し
く
方
向
を
異
に
す
る
も

の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
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こ
れ
以
上
呉
論
文
を
紹
介
す
る
こ
と
は
遠
慮
す
る
。
彼
の
「
直
感

的
」
「
術
学
的
」
と
い
う
(
百
本
に
も
多
い
〉
竹
内
理
解
に
私
は
反

対
で
あ
る
し
、
「
終
末
的
な
倒
の
'
自
覚
」
と
い
う
言
い
方
で
、
私
が
、

ア
ジ
ア
の
現
代
思
想
史
の
最
大
の
課
題
と
考
え
る
リ
ア
ソ
ズ
ム
(
ヨ

!
ロ
ッ
パ
近
代
科
学
の
方
法
)
の
根
本
構
造
に
つ
い
て
一
一
出
向
い
た
か
っ

た
こ
と
が
理
解
し
て
も
ら
え
た
か
否
か
も
、
多
少
覚
束
無
い
が
、
と

も
あ
れ
、
今
問
の
呉
論
文
は
、
日
中
思
想
交
流
史
の
上
で
、
大
き
な

里
程
標
と
な
る
も
の
だ
と
感
じ
ら
れ
た
。

* 

* 

*
 

も
う
一
度
間
関
頭
の
、
《
悔
恨
》
《
機
悔
》
の
思
想
を
諮
っ
た
大
江
・

鄭
書
簡
に
一
民
る
。
と
い
う
の
は
、
無
論
若
い
侍
か
ら
自
ら
「
竹
内
エ

ピ
ゴ

i
ネ
ン
に
過
ぎ
な
い
」
と
自
称
し
て
来
た
私
に
と
っ
て
、
中
国

で
理
解
者
を
得
、
名
前
を
並
べ
て
紹
介
さ
れ
た
こ
と
は
、
感
激
の
極

み
と
一
一
一
日
う
ほ
か
な
い
が
、
本
当
に
嬉
し
い
こ
と
は
、
も
う
少
し
外
に

も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

今
年
一
一
一
月
初
、
北
京
魯
迅
博
物
館
の
王
得
后
氏
か
ら
突
然
、
雑
誌

《
議
書
》
の
三
月
号
に
、
拙
著
中
訳
本
吋
魯
迅
与
日
本
人
い
(
李
冬
木

訳
河
北
教
育
出
版
社
O
O年
二
一
月
)
を
高
く
評
備
し
た
書
評
(
楊
立

青
「
関
与
伊
藤
虎
丸
的
認
骨
迅
与
日
本
人
ご
)
が
載
っ
て
い
て
大
変
嬉

し
か
っ
た
と
、
お
前
の
品
一
一
向
う
つ
個
々
の
患
想
」
が
ど
こ
ま
で
理
解

さ
れ
て
い
る
か
と
い
っ
た
評
ま
で
加
え
た
親
身
な
手
紙
、
を
貰
っ
た
。

今
関
同
一
一
(
君
が
見
て
く
れ
た
「
魯
迅
、
創
造
社
与
臼
本
文
学
!
日
中
近

代
比
較
文
学
初
探
い
(
北
京
大
学
出
版
社
九
五
・
二
)
も
、
北
京
大
学

中
文
系
の
諸
君
が
、
九
五
年
の
私
の
定
年
に
間
に
合
う
よ
う
に
と
奔

走
し
て
く
れ
た
も
の
で
、
こ
れ
に
は
系
主
任
の
孫
玉
石
氏
の
「
序
」

が
載
り
、

ζ

れ
が
ま
た
大
変
な
力
作
で
、
こ
れ
を
読
ん
だ
自
本
の
若

い
友
人
か
ら
「
先
生
の
学
問
が
こ
う
い
う
も
の
だ
っ
た
と
い
う
こ
と

を
初
め
て
知
り
ま
し
た
」
と
郷
撤
さ
れ
た
一
幕
も
あ
っ
た
。

1

1

一一一一聞

い
た
い
こ
と
は
、
つ
ま
り
、
ニ

O
年
来
、
吉
本
と
中
国
の
魯
迅
研
究

者
の
陪
に
、
《
機
悔
の
思
想
》
の
共
有
を
基
礎
に
、
単
な
る
儀
礼
や

学
術
上
の
交
流
に
止
ま
ら
な
い
「
魂
の
交
流
」
が
育
ち
、
高
速
東
も

指
摘
し
て
い
た
よ
う
な
、
ヨ

i
ロ
ッ
パ
の
普
遍
性
と
民
族
文
化
の
結

合
と
い
っ
た
ア
ジ
ア
の
現
代
化
の
共
通
の
課
題
を
、
同
じ
べ

i
ス
の

上
で
議
論
で
き
る
よ
う
に
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、

従
来
、
中
国
に
は
本
格
的
な
現
代
日
本
思
想
の
研
究
は
器
無
だ
と
一
一
一
一
同

っ
て
も
い
い
状
、
況
だ
っ
た
が
、
最
初
に
私
達
の
呂
を
引
い
た
の
は
、

孫
歌
の
つ
漢
学
4

的
臨
界
点
!
日
本
漢
学
引
発
的
思
考
」
(
〈
世
界

漢
学
》
雑
誌
第
一
期
九
八
年
五
月
)
で
あ
り
、
続
け
て
同
じ
著
者
の

吋
文
学
的
位
寵
〕
(
遼
寧
大
学
出
版
社
一
九
九
八
)
の
、
百
本
圏
内
の

水
準
を
越
え
る
本
格
的
な
竹
内
好
論
が
、
私
達
を
驚
か
せ
た
。
上
出

の
旺
障
の
グ
臼

i
パ
ル
時
代
の
思
想
の
方
向
に
関
す
る
論
文
等
が
、

現
役
の
友
人
た
ち
の
紹
介
翻
訳
で
《
世
界
》
や
《
思
想
》
に
掲
載
さ
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れ
る
と
い
っ
た
こ
と
も
始
ま
っ
七
い
る
。
日
中
の
知
識
人
が
、
隣
国

の
友
人
の
思
想
よ
り
遠
い
欧
米
の
思
想
を
学
ぶ
こ
と
に
夢
中
だ
と
い

う
現
状
(
そ
れ
こ
そ
ド
レ
イ
的
な
「
近
代
主
義
」
だ
)
か
ら
抜
け
出
す

日
が
近
づ
い
て
い
る
と
し
た
ら
、
こ
れ
こ
そ
私
達
が
五

O
年
来
願
っ

て
来
た
、
自
立
し
た
思
想
交
流
の
第
一
歩
だ
と
晋
悶
え
る
の
で
は
な
い

だ

ろ

う

か

。

(

以

上

)
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